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千
葉
市
美
術
館
所
蔵
『
狂
言
尽
図
巻
』
は
、
上
方
浮
世
絵
の
祖
と
言
わ
れ
る
流
光
斎
如
圭

の
肉
筆
で
、
紙
本
着
色
一
巻
、
二
六
・
七
×
八
五
七
・
五
糎
に
も
及
ぶ
大
作
で
あ
る
。
無
款

で
は
あ
る
が
、
題
簽
に
「
狂
言
尽　

浪
花
流
光
斎
筆
」
と
あ
り
、
そ
の
画
風
か
ら
も
流
光
斎

真
筆
を
疑
う
余
地
は
な
い
。

　

本
作
は
従
来
か
ら
注
目
を
浴
び
、
展
覧
会
へ
の
出
品
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
美
術
書
や
図

録
に
収
録
さ
れ
作
品
解
説
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
の
四
書
が
主
要
な
解
説
で
あ
る
。

Ａ　

松
平
進
氏
解
説
『
肉
筆
浮
世
絵
大
観
10　

千
葉
市
美
術
館
』（
一
九
九
五
年
、
講
談
社

刊
）

Ｂ　

浅
野
秀
剛
氏
解
説
『
千
葉
市
美
術
館
所
蔵
浮
世
絵
名
品
選
』（
二
〇
〇
一
年
、
千
葉
市
美

術
館
刊
）

Ｃ　

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ガ
ー
ス
ト
ル
氏
解
説
『
日
英
交
流　

大
坂
歌
舞
伎
展
| 
上
方
役
者

絵
と
都
市
文
化
|
』（
二
〇
〇
五
年
、
大
阪
歴
史
博
物
館
・
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
刊
）

Ｄ　

矢
野
明
子
氏
解
説
『
流
光
斎
図
録
| 

上
方
役
者
似
顔
絵
の
黎
明
|
』（
二
〇
〇
九
年
、

武
庫
川
女
子
大
学
関
西
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
刊
）

本
稿
で
は
こ
れ
ら
先
行
解
説
を
適
宜
参
照
し
な
が
ら
、
内
容
を
再
吟
味
し
、
制
作
の
意
図
を

見
出
し
た
い
。

一
　
絵
巻
世
界
へ
の
誘
い

　
『
狂
言
尽
図
巻
』
の
冒
頭
は
「
変
幻
無
尽
」
と
い
う
題
辞
で
始
ま
る
。
松
平
氏
は
先
行
解

説
Ａ
で
、

　
　

巻
頭
の
四
文
字
の
題
辞
「
変
幻
無
尽
」
は
、
芝
居
の
世
界
の
無
限
の
多
様
さ
、
目
を
う

ば
う
役
者
の
変
容
ぶ
り
を
い
う
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
を
自
在
に
描
く
絵
師
へ
の
讃
美
に

も
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
絵
の
依
頼
者
＝
所
蔵
者
が
、
画
巻
に
仕
立
て
た
時
、

題
辞
を
加
え
押
印
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
題
辞
の
左
右
の
押
印
の
解
読
を
試
み
た
が
、
篆
刻
や
印
譜
の
書
籍

を
見
て
も
自
力
で
の
解
読
が
困
難
で
、
全
面
的
に
日
本
近
世
文
学
の
専
門
家
水
田
紀
久
氏
の

ご
教
示
を
賜
っ
た
。
題
辞
右
に
押
さ
れ
て
い
る
印
は
「
耽
琴
書
」、「
琴
書
ニ
耽
ル
」
と
は
依

頼
者
が
歌
舞
伎
を
文
化
と
し
て
楽
し
む
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
大
坂
の

役
者
絵
は
こ
の
よ
う
な
文
化
人
サ
ー
ク
ル
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
左
の
印

の
上
は
「
照
之
印
」（「
照
之
ノ
印
」
と
読
む
か
）、
下
は
「
字
貞
玉
」
で
「
字
ハ
貞
玉
」、「
貞

玉
ト
字
ス
」
ど
ち
ら
に
読
ん
で
も
よ
い
、
と
の
ご
教
示
で
あ
る
。
現
時
点
で
こ
の
人
物
を
特

定
す
る
資
料
を
見
出
し
て
は
い
な
い
。

　

こ
の
「
変
幻
無
尽
」
に
続
き
、
芝
居
小
屋
の
櫓
を
や
や
上
空
か
ら
見
下
ろ
し
た
芝
居
街
が

描
か
れ
る
。
こ
れ
は
流
光
斎
の
役
者
絵
本
『
画
本
行
潦
』（
寛
政
二
年
刊
）の
冒
頭
と
ほ
ぼ
同

じ
構
図
で
あ
る
。
そ
し
て
、
見
る
人
を
芝
居
小
屋
内
部
、
つ
ま
り
絵
巻
に
描
か
れ
た
舞
台
へ

と
誘
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

流
光
斎
肉
筆
役
者
絵
『
狂
言
尽
図
巻
』
考

北
　
川
　
博
　
子
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二
　
描
か
れ
た
役
者
た
ち

　
『
狂
言
尽
図
巻
』
に
は
三
四
人
も
の
歌
舞
伎
役
者
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
先
行
解
説
で
は

全
員
の
役
者
を
特
定
し
て
い
な
い
。
先
行
解
説
Ｂ
は
基
本
的
に
は
Ａ
を
踏
襲
し
て
い
て
、
松

平
氏
は
そ
の
特
定
に
、
主
と
し
て
流
光
斎
画
の
一
枚
絵
、
役
者
絵
本
『
旦
生
言
語
備
』（
天
明

四
年
刊
）、『
画
本
行
潦
』（
寛
政
二
年
刊
）、『
絵
本
花
菖
蒲
』（
寛
政
六
年
刊
）等
を
参
考
に
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
現
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
流
光
斎
・
耳
鳥
斎
に
よ
る

画
帖
『
梨
園
書
画
』（
天
明
八
年
序
）が
出
現
し
、
似
顔
絵
の
判
定
材
料
が
増
え
た
。
従
っ
て
、

Ｃ
、
Ｄ
は
『
梨
園
書
画
』
と
の
比
較
検
討
も
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
本
稿
で
改
め
て
役
者
を
特
定
し
た
が
、
出
て
く
る
順
番
に
番
号
を
付
し
、
没
年
を

も
記
し
て
次
に
挙
げ
て
お
く
。
併
せ
て
Ａ
か
ら
Ｄ
の
先
行
解
説
が
行
っ
た
考
証
も
記
し
て
い

る
。

1　

二
代
目
嵐
三
五
郎（
享
和
三
年
五
月
没
）

2　

二
代
目
中
村
野
塩（
寛
政
一
二
年
三
月
没
）

3　

初
代
浅
尾
為
十
郎（
文
化
元
年
四
月
没
）

4　

加
賀
屋
歌
七（
寛
政
三
年
一
〇
月
没
）

　

Ｄ　

二
代
目
山
村
儀
右
衛
門

5　

中
村
京
十
郎（
没
年
未
詳
）

　

Ａ　

中
村
京
十
郎

6　

初
代
嵐
吉
三
郎（
安
永
九
年
一
二
月
没
）

　

A　

二
代
目
嵐
吉
三
郎

7　

初
代
山
下
八
百
蔵（
没
年
未
詳
、
文
化
九
年
頃
ま
で
活
躍
）

　

Ａ　

花
桐
鶴
蔵

　

Ｄ　

初
代
山
下
八
百
蔵

8　

初
代
三
枡
徳
次
郎（
文
化
九
年
八
月
没
）

　

Ａ　

初
代
三
枡
徳
次
郎

9　

初
代
芳
沢
い
ろ
は（
文
化
七
年
八
月
没
）

　

Ａ　

初
代
芳
沢
い
ろ
は

10　

二
代
目
三
保
木
儀
左
衛
門（
寛
政
元
年
九
月
没
）

　

Ａ　

四
代
目
松
本
幸
四
郎

11　

初
代
尾
上
菊
五
郎（
天
明
三
年
一
二
月
没
）

12　

中
山
他
蔵（
没
年
未
詳
）

13　

初
代
尾
上
新
七（
文
化
六
年
三
月
没
）

14　

二
代
目
山
村
儀
右
衛
門（
享
和
三
年
一
月
没
）

15　

三
代
目
花
桐
豊
松（
寛
政
八
年
二
月
没
）

16　

四
代
目
市
川
団
蔵（
文
化
五
年
一
〇
月
没
）

17　

四
代
目
姉
川
新
四
郎（
文
化
二
年
二
月
没
）

18　

二
代
目
中
山
来
助（
寛
政
五
年
一
一
月
よ
り
二
代
目
中
山
文
七
、
寛
政
一
〇
年
二
月
没
）

　

Ｄ　

二
代
目
中
山
文
七

19　

二
代
目
三
枡
大
五
郎（
寛
政
五
年
七
月
没
）

20　

七
代
目
片
岡
仁
左
衛
門（
天
保
八
年
三
月
没
）

21　

三
代
目
藤
川
八
蔵（
文
化
二
年
五
月
没
）

22　

二
代
目
山
下
金
作（
寛
政
一
一
年
九
月
没
）

23　

三
代
目
市
川
八
百
蔵（
文
政
元
年
一
二
月
没
）

　

Ａ
Ｂ
Ｃ　

二
代
目
小
川
吉
太
郎

24　

三
代
目
吾
妻
藤
蔵（
寛
政
一
〇
年
六
月
没
）

　

Ａ
Ｂ
Ｃ　

三
代
目
吾
妻
藤
蔵

25　

初
代
沢
村
国
太
郎（
文
政
元
年
七
月
没
）

　

Ａ
Ｂ
Ｃ　

初
代
沢
村
国
太
郎
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26　

初
代
叶
雛
助（
天
明
六
年
五
月
ま
で
初
代
嵐
雛
助
、
寛
政
八
年
三
月
没
）

　

Ａ
Ｂ
Ｃ　

初
代
嵐
雛
助

27　

市
山
太
治
郎（
没
年
未
詳
）

　

Ａ
Ｂ
Ｃ　

姉
川
み
な
と

28　

嵐
文
五
郎（
没
年
未
詳
）

　

Ａ
Ｂ　

嵐
文
五
郎

　

Ｃ　

二
代
目
嵐
三
五
郎

29　

二
代
目
中
村
十
蔵（
天
明
八
年
六
月
没
）

　

Ａ　

中
村
十
蔵（
代
数
特
定
せ
ず
）

30　

三
代
目
中
村
十
蔵（
寛
政
一
三
年
二
月
没
）

　

Ａ　

初
代
嵐
吉
三
郎

31　

坂
東
岩
五
郎（
寛
政
七
年
八
月
没
）

　

Ａ　

坂
東
岩
五
郎

32　

初
代
中
村
富
十
郎（
天
明
六
年
八
月
没
）

　

Ａ
Ｄ　

初
代
中
村
富
十
郎

33　

初
代
関
三
十
郎（
関
三
右
衛
門
と
三
十
郎
を
交
互
に
名
乗
る
時
期
あ
り
、
文
化
五
年
六

　
　

月
没
）

　

Ａ　

四
代
目
嵐
新
平

34　

初
代
市
川
門
三
郎（
寛
政
三
年
七
月
没
）

　

Ａ　

三
代
目
小
川
吉
太
郎

　

右
は
今
日
知
ら
れ
る
流
光
斎
作
品
を
参
照
し
な
が
ら
、
純
粋
に
似
顔
絵
で
識
別
し
た
の
だ

が
、
先
行
解
説
と
若
干
の
相
違
が
生
じ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
次
に
理
由
を
述
べ
て
お
き
た

い
。

　

ま
ず
は
4
の
役
者
で
あ
る
が
、
矢
野
氏
は
Ｄ
に
お
い
て
、
二
代
目
山
村
儀
右
衛
門
と
さ
れ

た
。
し
か
し
、
儀
右
衛
門
は
紋
と
風
貌
か
ら
、
14
の
役
者
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な

い
。
こ
の
絵
巻
の
役
者
は
全
員
が
似
顔
で
描
き
分
け
ら
れ
て
お
り
、
重
複
し
て
出
て
く
る
こ

と
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
４
の
人
物
は
『
梨
園
書
画
』
の
初
代
加
賀
屋
歌
七
と
同
じ

顔
を
し
て
い
る
。

 

次
に
6
の
役
者
を
見
て
み
る
と
、
同
じ
嵐
吉
三
郎
で
も
松
平
氏
は
二
代
目
と
さ
れ
て
い

る
。
単
な
る
代
数
間
違
い
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
風
貌
は
『
画
本
行
潦
』
で
描
か
れ
る
初
代

の
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
は
二
代
目
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
顔
が
異
な
り
、
貫
禄
か
ら
し
て

も
初
代
で
あ
ろ
う
。

　

7
の
役
者
を
矢
野
氏
と
同
じ
く
初
代
山
下
八
百
蔵
と
し
た
が
、
松
平
氏
は
花
桐
鶴
蔵
と
し

て
い
る
。
こ
れ
も
流
光
斎
の
役
者
絵
本
や
『
梨
園
書
画
』
の
八
百
蔵
の
風
貌
と
同
じ
と
判
断

し
た
。

　

10
の
役
者
に
つ
い
て
、
松
平
氏
は
江
戸
役
者
の
四
代
目
松
本
幸
四
郎
と
さ
れ
た
が
、『
梨
園

書
画
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
癖
の
あ
る
幸
四
郎
と
は
明
ら
か
に
別
人
で
、
同
画
帖
で
半
身

像
に
描
か
れ
る
三
保
木
儀
左
衛
門
と
同
じ
容
貌
を
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
従
来
、
最
も
よ
く
紹
介
さ
れ
て
き
た
23
か
ら
28
に
つ
い
て
も
先
行
解
説
と
意
見

が
異
な
っ
た
。
中
央
の
二
人
25
・
26
と
24
に
つ
い
て
は
異
論
が
な
い
が
、
そ
の
他
の
三
人
に

つ
い
て
で
あ
る
。
先
行
解
説
Ａ
を
受
け
、
従
来
、
二
代
目
小
川
吉
太
郎
と
さ
れ
て
き
た
23
に

つ
い
て
は
、『
画
本
行
潦
』
か
ら
三
代
目
市
川
八
百
蔵
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
27
に
つ
い

て
も
同
様
で
、
先
行
解
説
は
す
べ
て
姉
川
み
な
と
説
を
採
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
変
難
し
い

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
二
重
ま
ぶ
た
の
描
き
方
か
ら
見
て
、『
画
本
行
潦
』
に
収
録
さ
れ
て
い

る
市
山
太
治
郎
と
し
た
。
最
後
の
28
に
つ
い
て
は
、
ガ
ー
ス
ト
ル
氏
が
松
平
氏
の
説
を
否
定

し
二
代
目
嵐
三
五
郎
と
さ
れ
た
が
、『
梨
園
書
画
』
の
三
五
郎
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
、『
画

本
行
潦
』
の
文
五
郎
と
同
じ
風
貌
を
し
て
い
る
。
な
お
、
三
五
郎
は
そ
の
似
顔
か
ら
も
本
絵

巻
1
の
役
者
と
断
定
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
29
の
役
者
に
つ
い
て
は
代
数
を
確
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
梨
園
書
画
』
か
ら
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二
代
目
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
し
、
30
の
役
者
に
つ
い
て
は
、
6
の
役
者
が
初
代
吉
三
郎
で

あ
る
こ
と
と
、『
絵
本
花
菖
蒲
』
と
の
同
一
性
か
ら
、
三
代
目
中
村
十
蔵
と
し
た
。

　

最
後
の
裃
を
着
た
二
人
に
つ
い
て
、
33
は
『
梨
園
書
画
』
に
収
録
さ
れ
る
関
三
十
郎
と
顔

と
紋
が
一
致
し
て
い
る
。
34
の
判
定
が
最
も
難
し
か
っ
た
が
、
現
時
点
で
は
『
梨
園
書
画
』

に
全
身
像
が
収
録
さ
れ
て
い
る
初
代
市
川
門
三
郎
と
し
て
お
き
た
い
。

　

先
行
解
説
Ａ
は
「
い
ず
れ
も
寛
政
・
享
和
期
に
活
躍
し
て
い
た
役
者
で
あ
る
」
と
し
、
Ｂ

も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
右
の
三
四
人
を
見
渡
し
た
と
き
、
安
永
末
か
ら
寛
政
年
間
に

没
し
て
い
る
役
者
も
多
く
、「
安
永
か
ら
寛
政
に
か
け
て
活
躍
し
た
役
者
」
と
す
る
の
が
妥

当
か
と
思
わ
れ
る
。

三
　
描
か
れ
た
演
目

　

役
者
の
特
定
を
し
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
次
に
描
か
れ
た
演
目
に
つ
い
て
述
べ
て
い
こ
う
。

先
行
解
説
Ａ
と
そ
れ
を
受
け
た
Ｂ
は
「
全
体
は
十
か
十
一
の
場
面
よ
り
成
る
」
と
さ
れ
て
い

る
が
、
Ａ
は
い
く
つ
か
の
演
目
を
特
定
し
て
い
る
も
の
の
、
す
べ
て
に
つ
い
て
は
行
っ
て
い

な
い
。
ま
た
、
Ｃ
は
23
か
ら
28
の
役
者
で
構
成
さ
れ
る
演
目
の
み
特
定
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
順
次
、
演
目
を
確
定
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
1
か
ら
3
の
役
者
で
構

成
さ
れ
る
場
面
は
「
寿
式
三
番
叟
」
で
、
1
は
嵐
三
五
郎
の
千
歳
、
2
は
中
村
野
塩
の
翁
、

3
は
浅
尾
為
十
郎
の
三
番
叟
で
あ
る
。
歌
舞
伎
の
三
番
叟
は
、
こ
れ
か
ら
の
一
年
を
祝
う
顔

見
世
の
時
、
櫓
下
太
鼓
が
打
た
れ
た
後
に
舞
わ
れ
る
こ
と
が
通
例
で
、
舞
台
開
き
な
ど
祝
賀

的
な
時
に
も
舞
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
冒
頭
に
、
絵
巻
世
界
の
舞
台
開
き
を
祝
う
演
目
と

し
て
描
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　

4
か
ら
7
ま
で
の
役
者
は
「
新
う
す
ゆ
き
物
語
」
の
役
で
描
か
れ
て
い
る
。
先
行
解
説
Ａ

で
は
、
5
か
ら
7
ま
で
の
役
者
に
つ
い
て
、

　
　

桜
下
の
三
名
の
役
者
は
、
右
か
ら
中
村
京
十
郎
、
二
代
目
嵐
吉
三
郎
、
花
桐
鶴
蔵
と
推

定
す
る
。
家
紋
は
描
か
れ
て
い
る
ら
し
い
が
、
剥
落
し
て
十
分
に
読
め
な
い
。
従
っ
て

あ
く
ま
で
も
風
貌
か
ら
の
推
定
で
あ
る
。
役
名
は
吉
三
郎
が
「
新
薄
雪
物
語
」
の
奴
妻

平
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
か
ら
、
左
側
の
女
は
ま
が
き
、
京
十
郎
は
来
国
行
と
み

る
。
配
役
は
見
立
で
実
際
の
も
の
で
は
な
い
。

と
さ
れ
て
い
る
。
特
定
し
た
役
者
の
相
違
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
が
、「
新
う
す
ゆ
き
物
語
」

の
人
物
と
し
て
は
4
の
人
物
も
同
様
で
、
そ
の
扮
装
か
ら
秋
月
大
膳
役
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
『
許
多
脚
色
帖
』
に
は
、
天
明
八
年
一
一
月
二
七
日
付

の
辻
番
付
「
新
う
す
ゆ
き
物
語
」
が
貼
り
込
ま
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
座
本
市
山
太
治
郎
と

加
賀
屋
歌
七
の
「
乍
憚
口
上
」
が
載
っ
て
い
る
。
歌
七
の
口
上
に
「
大
膳
正
宗
之
二
役
一
世

一
代
と
し
て
相
勤
た
ら
ば
よ
か
ら
ふ
と
御
勧
ニ
預
り
候
得
共
」
と
あ
り
、
こ
の
演
目
が
歌
七

の
一
世
一
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
大
立
者
の
歌
七（
前
名
初
代
中
村
歌
右
衛
門
）の
一

世
一
代
と
い
う
こ
と
も
あ
り
記
憶
に
残
る
も
の
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
5
の
役
者
を
中
村
京

十
郎
と
す
る
の
に
は
異
論
な
く
、『
画
本
行
潦
』
に
も
「
来
国
俊　

中
村
京
十
郎
、
正
宗　

加
賀
屋
可
七
」
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
扮
装
か
ら
す
る
と
京
十
郎
は
園
部
左
衛
門
と
み
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
京
十
郎
が
左
衛
門
を
演
じ
た
記
録
を
現
時
点
で
見
出
し
て
は
い
な
い

が
、
そ
も
そ
も
『
狂
言
尽
図
巻
』
す
べ
て
を
実
写
と
す
る
必
要
は
、
冒
頭
の
「
寿
式
三
番

叟
」
か
ら
し
て
な
い
。
た
だ
し
、
歌
七
の
大
膳
か
ら
の
連
想
で
、
一
世
一
代
に
出
演
し
て
い

た
京
十
郎
を
違
う
役
に
描
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
単

独
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
場
面
を
構
成
し
て
い
な
い
が
、
6
の
妻
平
と
7
の
ま
が

き
に
つ
い
て
は
、
二
人
が
呼
応
し
て
描
か
れ
る
役
者
絵
は
多
く
、
一
場
面
を
構
成
し
て
い
る

と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
初
代
嵐
吉
三
郎
は
安
永
元
年
一
二
月
に
、
山
下
八
百
蔵
は

寛
政
二
年
一
二
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
を
演
じ
て
お
り
、
実
際
の
上
演
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

8
か
ら
10
ま
で
は
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
の
登
場
人
物
で
あ
る
。
先
行
解
説
Ａ
が
、
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次
の
城
外
ら
し
い
背
景
の
前
の
三
人
は
、
右
か
ら
三
枡
徳
次
郎
、
初
代
芳
沢
い
ろ
は
、

四
代
目
松
本
幸
四
郎
。「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
の
勘
平
と
お
軽
に
、
全
く
別
場
面
の
由

良
之
助
を
並
べ
た
わ
け
で
あ
る
。

と
し
て
い
る
よ
う
に
、
お
軽
勘
平
の
二
人
は
三
段
目
「
裏
門
の
場
」、
由
良
之
助
は
四
段
目

「
城
明
け
渡
し
の
場
」
と
、
こ
れ
も
異
な
る
場
面
の
人
物
を
並
べ
て
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

先
の
「
新
う
す
ゆ
き
物
語
」
同
様
、
演
目
と
し
て
は
ま
と
ま
っ
て
い
る
が
、
異
な
る
場
面
の

役
者
を
並
べ
る
、
と
い
う
手
法
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
配
役
に
つ
い
て
も
、
三

枡
徳
次
郎
は
天
明
八
年
九
月
に
勘
平
を
、
芳
沢
い
ろ
は
は
安
永
八
年
一
一
月
と
天
明
四
年
閏

正
月
に
お
か
る
を
、
三
保
木
儀
左
衛
門
は
安
永
八
年
一
一
月
と
天
明
八
年
九
月
に
由
良
之
助

を
演
じ
て
い
る
の
で
、
記
憶
に
残
る
実
際
の
舞
台
を
組
み
合
わ
せ
て
描
い
て
い
る
可
能
性
は

否
定
で
き
ま
い
。

　

11
と
12
は
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
の
二
段
目
「
道
成
寺
の
場
」
の
二
人
、
尾
上
菊
五
郎
の

菅
相
丞
と
中
山
他
蔵
の
判
官
代
輝
国
を
描
い
て
い
る
。
菊
五
郎
は
上
方
出
身
の
役
者
で
あ
っ

た
が
、
長
ら
く
江
戸
へ
下
り
、
安
永
二
年
に
三
二
年
ぶ
り
に
大
坂
へ
戻
っ
た
。
一
〇
月
二
六

日
の
船
乗
込
が
華
々
し
く
行
わ
れ
、
続
く
顔
見
世
も
賑
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
同

三
年
九
月
に
角
の
芝
居
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
で
菅
相
丞
と
松
王
丸
の
二
役
を
演
じ
、
菊
五

郎
の
追
善
一
代
記
『
梅
幸
集
』（
天
明
四
年
刊
）に
も
「
松
王
は
少
し
泣
過
し
と
も
い
へ
ど
菅

公
の
年
比
と
い
ひ
位
高
き
所
申
分
ン
な
く
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
翌
年
八
月
に
も
京
都
四
条

北
側
東
芝
居
で
同
役
を
つ
と
め
、
上
方
の
人
々
に
と
っ
て
は
記
憶
に
残
る
菅
相
丞
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
な
お
、
輝
国
に
つ
い
て
は
、
寛
政
三
年
八
月
、
北
新
地
芝
居
の
役
割
番
付
に
中

山
他
蔵
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

13
と
14
は
、
俗
に
「
佐
野
事
件
」
と
呼
ば
れ
る
田
沼
意
知
殺
害
事
件
を
扱
っ
た
芝
居
で
あ

る
。
事
件
そ
の
も
の
は
天
明
四
年
三
月
二
四
日
に
起
こ
っ
た
。
江
戸
城
中
で
若
年
寄
の
意
知

が
旗
本
の
佐
野
善
左
衛
門
政
言
に
斬
り
つ
け
ら
れ
、
八
日
後
に
死
亡
し
た
の
で
あ
る
。
事
件

直
後
か
ら
芝
居
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
特
に
寛
政
元
年
に
は
こ
の
事
件
を
素

材
と
し
た
芝
居
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま
ず
は
、
八
月
に
北
堀
江
芝
居
で
人
形

浄
瑠
璃
「
有
職
鎌
倉
山
」
が
初
演
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
て
、
一
〇
月
、
京
都
四
条
北
側
東
芝

居
で
同
名
歌
舞
伎
が
上
演
さ
れ
た
。
続
い
て
一
二
月
に
は
、
二
の
替
と
し
て
中
の
芝
居
「
け

い
せ
い
佐
野
の
船
橋
」
と
角
の
芝
居
「
鎌
倉
比
事
青
砥
銭
」
が
同
日
に
幕
を
開
け
て
い
る
。

13
は
尾
上
新
七
演
じ
る
佐
野
源
左
衛
門（
史
実
の
佐
野
善
左
衛
門
）で
、
本
来
、
舞
台
で
斬
り

つ
け
る
相
手
は
、
三
浦
荒
次
郎（
史
実
の
田
沼
意
知
）で
あ
る
が
、
左
の
役
は
三
浦
泰
村（
史

実
の
田
沼
意
次
）役
の
山
村
儀
右
衛
門
で
あ
る
。
絵
尽
し
を
み
て
も
、
こ
の
二
人
が
舞
台
で

刀
を
抜
き
合
っ
て
対
峙
す
る
場
面
は
な
い
が
、
自
身
の
悪
事
が
露
見
し
た
と
き
に
刀
に
手
を

添
え
る
泰
村
の
姿
が
、
絵
尽
し
と
『
画
本
行
潦
』
の
半
丁
「
三
浦
や
す
む
ら　

山
村
儀
右
衛

門
」
に
描
か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
見
す
る
と
両
者
が
対
峙
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ

の
場
面
も
、
異
な
る
場
面
の
人
物
を
並
べ
描
く
、
と
い
う
こ
の
絵
巻
特
有
の
手
法
が
採
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
二
人
に
つ
い
て
は
、
寛
政
元
年
「
け
い
せ
い
佐
野
の
船

橋
」
の
配
役
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

　

続
く
15
と
16
に
つ
い
て
は
演
目
の
特
定
は
難
し
い
。
た
だ
し
、
佐
野
事
件
に
関
連
づ
け
て

考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
な
ら
ば
、
先
に
触
れ
た
、
寛
政
元
年
一
〇
月
、
京
都
四
条
北
側

西
芝
居
で
上
演
さ
れ
た
「
有
職
鎌
倉
山
」
の
新
左
衛
門
女
房
小
雪
役
の
花
桐
豊
松
と
桜
井
新

左
衛
門
役
の
市
川
団
蔵
で
は
な
い
か
、
と
推
察
し
て
い
る
。
こ
の
芝
居
で
は
新
左
衛
門
が
女

房
に
暇
を
や
る
場
面
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
豊
松
が
持
つ
書
状
を
三
行
半
と
見
て
、
そ
の
場
面

と
し
て
お
き
た
い
。

　

次
の
17
か
ら
19
に
つ
い
て
は
「
容
競
出
入
湊
」
を
描
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
頭
巾
を
か

ぶ
る
17
は
黒
船
忠
右
衛
門
で
あ
る
が
、
こ
の
役
は
初
代
姉
川
新
四
郎
が
得
意
と
し
た
、
い
わ

ゆ
る
お
家
の
芸
で
、
そ
の
縁
も
あ
っ
て
四
代
目
の
似
顔
で
描
か
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。『
歌
舞

伎
年
表
』（
岩
波
書
店
刊
）に
は
天
明
六
年
二
月
、
京
都
で
新
四
郎
が
忠
右
衛
門
を
演
じ
た
記

録
が
載
る
が
、
現
時
点
で
は
上
演
資
料
の
確
認
が
で
き
な
い
。
18
は
鎌
倉
屋
五
郎
八
役
の
中

山
来
助
で
あ
る
が
、
天
明
八
年
八
月
に
同
役
を
演
じ
て
い
る
。
19
は
判
じ
物
喜
兵
衛
と
思
わ
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れ
、
そ
の
姿
は
『
梨
園
書
画
』
所
収
の
半
身
像
の
三
枡
大
五
郎
と
刀
、
着
物
の
柄
が
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
大
五
郎
が
判
じ
物
喜
兵
衛
を
演
じ
た
記
録
が
見
出
せ
な
い
。

　

続
く
20
か
ら
22
は
、
扮
装
か
ら
「
彦
山
権
現
誓
助
剣
」
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
天
明
七
年
三

月
、
中
の
芝
居
初
演
「
大
功
真
顕
記
」
で
あ
ろ
う
。
外
題
と
配
役
か
ら
、
彦
山
権
現
に
太
閤

記
物
を
取
り
入
れ
た
芝
居
の
よ
う
で
、
初
演
に
続
き
、
同
年
八
月
、
京
都
四
条
北
側
西
芝
居

で
も
上
演
さ
れ
、
こ
の
時
、
浅
尾
国
五
郎（
片
岡
仁
左
衛
門
の
前
名
）が
京
極
内
匠
を
演
じ

た
。
21
は
毛
谷
村
六
助
役
の
藤
川
八
蔵
で
あ
る
が
「
彦
山
権
現
誓
助
剣
」
ま
で
広
げ
て
も
、

現
時
点
で
こ
の
配
役
を
実
際
の
上
演
資
料
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
22
の
山
下
金
作
は

初
演
の
天
明
七
年
三
月
に
お
園
を
演
じ
て
い
る
。
な
お
、
20
は
『
画
本
行
潦
』
に
出
て
く
る

「
京
極
内
匠　

浅
尾
為
十
郎
」
と
ほ
ぼ
同
じ
姿
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
左
に
「
お
き
く　

花

桐
鶴
蔵
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
21
と
22
は
彦
山
権
現
の
芝
居
で
い
う
九
段
目
「
毛
谷

村
」
の
二
人
で
あ
ろ
う
が
、
20
は
別
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
も
、
虚
実
の
配
役
を
組
み
合
わ

せ
、
異
な
る
場
面
の
人
物
を
並
べ
て
描
く
、
と
い
う
手
法
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
次
の
23
か
ら
28
ま
で
は
、
先
行
解
説
が
す
べ
て
触
れ
て
き
た
場
面
で
あ
る
。
松

平
氏
は
先
行
解
説
Ａ
に
お
い
て
「
国
太
郎
・
雛
助
は
小
町
・
業
平
の
役
と
思
わ
れ
る
が
、
外

題
が
特
定
で
き
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ガ
ー
ス
ト
ル
氏
は
Ｃ
に
お
い
て
、「
寛
政
元
年

（
一
七
八
九
）一
一
月
、
中
の
芝
居
で
の
『
化
粧
六
歌
仙
』
に
取
材
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
。
こ
の
演
目
は
所
作
事
で
、
初
代
嵐
雛
助
の
一
世
一
代
の
一
貫
と
し
て
上
演
さ
れ
た
」
と

し
、
再
演
に
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

厳
密
に
言
え
ば
こ
の
時
、
雛
助
は
「
嵐
」
で
は
な
く
「
叶
」
姓
を
名
乗
っ
て
お
り
、
一
世

一
代
を
記
念
し
て
出
版
さ
れ
た
一
代
記
『
眠
獅
選
』（
寛
政
二
年
刊
）に
は
、
こ
の
所
作
事
の

歌
詞
が
載
り
、「
○
所
作
事
之
次
第
」
と
し
て
「
其
答
を
小
町
と
し
て
初
め
に
仕
丁
と
な
り

て　

姿
を
替
て
口
説
き
落
さ
ん
事
を
請
合
て
後
五
役
の
早
替
り
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
さ

ら
に
、
雛
助
改
嵐
小
六
の
追
善
一
代
記
『
玉
の
光
』（
寛
政
八
年
刊
）に
は
初
演
時
の
舞
台
が

か
な
り
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
小
野
小
町
役
の
沢
村
国
太
郎
と
雛

助
、
山
村
儀
右
衛
門
、
三
枡
大
五
郎
、
姉
川
新
四
郎
、
市
川
八
百
蔵
、
関
三
十
郎
の
七
人
は

仕
丁
姿
で
、
左
近
国
常
役
の
山
村
友
右
衛
門
に
付
き
添
い
出
て
、「
小
町
を
入
内
さ
せ
よ
」

と
伝
え
る
の
だ
が
、
中
村
京
十
郎
演
じ
る
恋
人
深
草
少
将
が
嘆
く
の
を
察
し
、
落
と
す
こ
と

を
請
け
合
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
仕
丁
外
平
役
の
雛
助
が
、
僧
正
遍
照
、
文
屋
康
秀
、
在

原
業
平
、
喜
撰
法
師
、
大
伴
黒
主
の
五
役
を
次
々
に
演
じ
た
。『
狂
言
尽
図
巻
』
に
描
か
れ

て
い
る
の
は
業
平
役
で
、『
玉
の
光
』
で
は
「
大
時
代
の
雲
上
の
所
作
事　

誠
に
古
今
こ
れ

又
お
も
ひ
合
す
に
三
都
に
な
し
と
覚
ゆ
る
と
の
町
中
の
と
り
ざ
た
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
絵

尽
し
や
『
眠
獅
選
』、『
玉
の
光
』
の
記
述
と
絵
巻
の
画
面
は
完
全
に
一
致
す
る
の
で
、
ガ
ー

ス
ト
ル
氏
は
慎
重
に
「
可
能
性
が
高
い
」
と
さ
れ
た
が
、「
化
粧
六
歌
仙
」
と
断
定
し
て
よ

い
だ
ろ
う
。
な
お
、
国
太
郎
と
雛
助
を
挟
ん
で
描
か
れ
る
四
人
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
初
演

の
役
割
番
付
に
は
「
仕
丁
多
田
平　

市
川
八
百
蔵
」「
〃（
官
女
）む
め
が
香　

吾
妻
藤
蔵
」「
官

女
そ
の
は
な　

市
山
太
次
郎
」
と
あ
り
、
こ
の
絵
巻
の
23
、
24
、
27
の
役
者
と
合
致
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
似
顔
か
ら
嵐
文
五
郎
と
断
定
で
き
る
28
に
つ
い
て
は
、
上
演

の
配
役
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
実
際
の
配
役
に
一
部
虚
構
を
交
え
る
手
法
は
、
流
光
斎
や
松

好
斎
の
役
者
絵
本
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
こ
で
も
そ
れ
を
当
て
は
め
た
の
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
こ
の
所
作
事
に
出
て
く
る
仕
丁
や
官
女
の
配
役
は
、
初
演
番
付
に
は
記
さ
れ
て

い
る
が
、
再
演
以
降
は
番
付
類
に
記
載
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
。
初
演
時
に
は
名
の
あ
る
役

者
が
演
じ
て
い
た
こ
れ
ら
の
役
を
、
端
役
が
勤
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
絵
巻
は
六

人
で
形
成
さ
れ
る
華
や
か
な
場
面
と
な
っ
て
い
る
が
、
絵
尽
し
を
見
る
と
、
雛
助
が
五
役
を

演
じ
る
と
き
に
、
官
女
や
仕
丁
が
登
場
し
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
、
こ
れ
も
中
央
の
二
人

に
、
官
女
と
仕
丁
の
四
人
を
は
め
込
ん
だ
画
面
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

29
と
30
に
つ
い
て
、
先
行
解
説
Ａ
で
は
、

　
　

右
の
二
人
が
中
村
十
蔵
と
初
代
嵐
吉
三
郎
で
独
立
の
場
面
だ
ろ
う
。
十
蔵
を
秩
父
の
重

忠
と
見
た
い
が
、
吉
三
郎
の
姿
を
樋
口
次
郎
と
す
る
の
は
無
理
か
と
思
う
。

と
さ
れ
て
い
る
。
役
者
絵
本
や
後
の
一
枚
絵
な
ど
を
見
て
も
、
重
忠
は
も
ち
ろ
ん
樋
口
次
郎
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と
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
描
か
れ
た
役
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
役
を
演
じ
て
い
る
資
料
を
現
時
点
で
見
出
せ
て
い
な
い
。
先
代
と
当
代
の
十
蔵
を
お
馴
染

み
の
芝
居
に
当
て
は
め
た
、
と
し
て
お
き
た
い
。

　

最
後
31
か
ら
34
を
先
行
解
説
Ａ
で
は
、

　
　

左
の
四
名
は
所
作
事
の
体
で
あ
る
。
右
か
ら
坂
東
岩
五
郎
、
初
代
中
村
富
十
郎
、
四
代

目
嵐
新
平
、
三
代
目
小
川
吉
太
郎
で
あ
る
。
菊
花
の
咲
く
前
で
笠
を
被
り
杖
を
手
に
踊

る
姿
は
「
信
田
妻
」
の
道
行
で
あ
ろ
う
。
初
代
富
十
郎
の
当
た
り
役
で
あ
っ
た
。

と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
四
人
す
べ
て
を
同
じ
場
面
と
し
て
よ
い
の
か
疑
問
が
残
る
。
32
に

つ
い
て
は
、
そ
の
扮
装
か
ら
ご
指
摘
の
通
り
「
芦
屋
道
満
大
内
鑑
」
葛
の
葉
の
道
行
で
あ

る
。
富
十
郎
は
実
際
に
安
永
八
年
七
月
に
こ
の
道
行
を
演
じ
て
い
る
し
、
富
十
郎
三
回
忌
に

当
た
る
天
明
八
年
二
月
に
も
こ
の
演
目
が
出
さ
れ
て
い
る
。『
狂
言
尽
図
巻
』
の
最
後
を
飾

る
に
ふ
さ
わ
し
く
大
立
者
の
「
大
切
所
作
事
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
道
行

に
31
の
人
物
が
入
る
例
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
人
物
だ
け
で
別
の
演

目
を
指
摘
す
る
こ
と
も
現
状
で
は
で
き
な
い
。
滑
稽
味
あ
ふ
れ
る
敵
役
と
し
て
親
し
ま
れ
た

坂
東
岩
五
郎
を
こ
の
絵
巻
に
描
き
込
む
た
め
、
そ
れ
ら
し
い
描
き
方
で
、
と
い
う
見
方
も
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

最
後
の
二
人
に
つ
い
て
は
、
巻
末
で
も
あ
り
、
一
日
の
最
後
の
挨
拶
を
述
べ
る
口
上
役
で

は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
。『
増
補
戯
場
一
覧
』（
寛
政
一
二
年
刊
）の
「
口
上
役
」
の
項
に

は
、

　
　

狂
言
の
初
り
に
狂
言
外
題
を
よ
み
上　

并
に
役
割
を
い
ひ
の
べ　

切
に
い
た
り
て
終
日

繁
昌
の
祝
ひ
惣
座
中
名
代
と
し
て
見
物
へ
一
礼
を
の
べ　

末
の
た
い
こ
が
惣
や
う
様
へ

御
暇
乞
と
口
上
を
い
ふ
也

 

と
あ
る
。
口
上
役
が
二
人
、
と
い
う
点
に
は
や
や
疑
問
が
残
る
が
、
見
台
も
な
い
の
で
、

所
作
事
の
太
夫
で
は
な
い
と
考
え
た
。

　

以
上
、
演
目
を
確
定
し
て
み
た
が
、
実
際
の
舞
台
を
映
し
た
も
の
が
か
な
り
多
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
程
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
た
、
先
行
解
説
Ａ
、
Ｂ
は
「
全
体
は
十
か
十
一
の
場
面
よ
り
成
る
」
と
さ
れ
た
が
、
人

物
た
ち
は
必
ず
し
も
場
面
を
構
成
し
て
お
ら
ず
、
演
目
ご
と
に
登
場
人
物
を
並
べ
て
い
く
、

と
い
う
手
法
を
採
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
か
と
思
う
。
ガ
ー
ス
ト
ル
氏
は
先
行
解
説

Ｃ
で
、

　
　

本
作
品
は
流
光
斎
の
現
存
肉
筆
作
品
の
う
ち
で
は
大
作
で
あ
る
。
近
年
再
発
見
さ
れ
た

流
光
斎
と
耳
鳥
斎
に
よ
る
画
帖
『
梨
園
書
画
』（
図
版
19
）と
比
較
す
れ
ば
、
流
光
斎
が

い
か
に
し
て
役
者
同
士
が
舞
台
上
で
互
い
に
呼
応
し
合
う
構
図
を
発
展
さ
せ
た
か
理
解

さ
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
構
図
法
は
、
流
光
斎
の
役
者
絵
本
『
絵
本
行
潦
』（
寛
政
二
年

﹇
一
七
九
〇
﹈
図
版
21
）『
絵
本
花
菖
蒲
』（
寛
政
六
年
﹇
一
七
九
四
﹈
図
版
36
）で
も
見
ら

れ
る
。

と
さ
れ
て
い
る
が
、
流
光
斎
や
そ
れ
に
続
く
松
好
斎
の
役
者
絵
本
は
実
際
の
舞
台
を
切
り
取

っ
て
お
り
、
正
し
く
「
舞
台
で
互
い
に
呼
応
し
合
う
」
構
図
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

『
狂
言
尽
図
巻
』
は
そ
う
い
っ
た
構
図
に
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

四
　『
狂
言
尽
図
巻
』
の
制
作
時
期
と
そ
の
目
的

　

役
者
と
演
目
の
特
定
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
絵
巻
の
制
作
時
期
を
考
え
て
み
た
い
。

先
行
解
説
Ａ
、
Ｂ
は
「
寛
政
年
間
」
と
し
て
い
る
が
、
Ｃ
で
は
「
寛
政
中
・
後
期
」
と
し
、

Ｄ
で
は
、

　
　
　

松
平
進
氏
は
こ
の
作
品
の
制
作
年
代
を
寛
政
年
間（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
）と
幅
を

も
た
せ
ら
れ
た
。
人
物
の
顔
面
に
白
色
顔
料
を
塗
っ
た
上
に
細
墨
線
で
目
鼻
立
ち
を
書

き
起
こ
し
、
目
の
き
わ
と
顔
の
輪
郭
に
淡
朱
の
暈
取
り
を
施
す
手
法
は
、
大
英
博
物
館

の
忠
臣
蔵
掛
軸（
図
49
）と
よ
く
似
て
い
る
。
着
物
の
裾
の
跳
ね
上
が
り
な
ど
の
表
現
に
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は
、
描
き
慣
れ
か
ら
く
る
よ
う
な
形
式
化
が
見
ら
れ
、
か
つ
背
景
に
な
る
風
景
や
家
屋

の
描
写
は
的
確
な
が
ら
も
か
な
り
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
点
か
ら
様
式
的
に
見

て
、
本
作
品
の
制
作
時
期
は
、
流
光
斎
に
と
っ
て
役
者
絵
を
描
く
こ
と
が
か
な
り
マ
ン

ネ
リ
化
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
、
寛
政
期
後
半
に
置
い
て
お
き
た
い
。（
中
略
）流
光

斎
が
こ
の
よ
う
な
制
作
を
請
け
負
う
よ
う
に
な
る
に
は
、
一
枚
摺
役
者
絵
の
制
作
で
役

者
絵
師
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
後
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

と
さ
ら
に
年
代
を
絞
り
込
ま
れ
た
。
こ
の
中
で
背
景
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
簡
略

化
の
理
由
は
、
目
的
が
舞
台
面
を
描
く
こ
と
に
は
な
く
、
役
者
に
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

よ
う
。
一
見
舞
台
面
を
描
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
役
者
の
対
峙
も
、
実
は
別
々
の
場

面
の
合
成
、
と
い
う
こ
と
も
確
認
で
き
た
の
で
、
背
景
は
当
た
り
障
り
の
な
い
も
の
を
描
い

て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
制
作
時
期
を
矢
野
氏
の
よ
う
に
「
寛
政
期
後
半
」
と
す
る
の
に
は
躊
躇
い
を
感

じ
る
。
ま
ず
は
実
際
の
上
演
と
の
関
連
で
あ
る
。
先
行
解
説
の
う
ち
、
実
上
演
に
つ
い
て
言

及
さ
れ
た
の
は
ガ
ー
ス
ト
ル
氏
の
Ｃ
の
み
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
か
な
り
の
描
写
が
実
際

の
舞
台
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
示
せ
た
か
と
思
う
。
特
に
一
世
一
代
な
ど
記
念
碑
的
な
演

目
や
話
題
と
な
っ
た
新
作
な
ど
、
天
明
末
か
ら
寛
政
初
年
に
か
け
て
の
実
際
の
舞
台
を
虚
実

織
り
交
ぜ
な
が
ら
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
狂
言
尽
図
巻
』
中
、
配
役
だ
け
で
な
く
、

上
演
そ
の
も
の
を
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
少
な
く
と
も
次
の
五
つ
で
あ
る
。

4　
　
　

天
明
八
年
一
二
月　

中
の
芝
居
「
新
う
す
ゆ
き
物
語
」（
加
賀
屋
歌
七
一
世
一
代
）

13
、
14　

寛
政
元
年
一
二
月　

中
の
芝
居
「
け
い
せ
い
佐
野
の
船
橋
」（
新
作
）

15
、
16　

寛
政
元
年
一
〇
月　

京
都
四
条
北
側
西
芝
居
「
有
職
鎌
倉
山
」（
新
作
）

20
〜
22　

天
明
七
年
三
月　

中
の
芝
居
「
大
功
真
顕
記
」（
新
作
）

23
〜
28　

寛
政
元
年
一
一
月 

中
の
芝
居
「
化
粧
六
歌
仙
」（
新
作
、
叶
雛
助
一
世
一
代
）

こ
の
よ
う
に
天
明
末
か
ら
寛
政
元
年
に
か
け
て
集
中
的
に
実
上
演
を
意
識
し
な
が
ら
、
時
間

を
隔
て
た
寛
政
後
期
に
描
く
こ
と
が
あ
り
得
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
絵
巻
は
後
の
一
枚
絵
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
「
今
」
を
描
い
た
も
の
で
は

な
く
、
右
の
演
目
中
、
一
番
新
し
い
「
け
い
せ
い
佐
野
の
船
橋
」
時
点
で
、
6
の
初
代
嵐
吉

三
郎
、
10
の
二
代
目
三
保
木
儀
左
衛
門
、
11
の
初
代
尾
上
菊
五
郎
、
29
の
二
代
目
中
村
十

蔵
、
32
の
初
代
中
村
富
十
郎
は
故
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
記
憶
に
残
る
名
優
を
描
く
こ
と
に

目
的
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
寛
政
後
期
な
ら
ば
、
そ
の
間
に
も
次
々
と
新

作
は
生
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
寛
政
五
年
正
月
に
中
の
芝
居
で
初
演
さ
れ
た
「
け
い
せ
い

楊
柳
桜
」
に
つ
い
て
は
、
流
光
斎
自
身
が
五
枚
の
細
判
錦
絵
を
手
掛
け
て
い
る
し
、
そ
の
後

も
上
演
を
繰
り
返
す
人
気
の
演
目
と
な
っ
て
い
る
。
寛
政
後
期
の
制
作
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う

な
演
目
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
は
不
自
然
に
思
え
る
。

　

そ
れ
に
加
え
、
役
者
の
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。
寛
政
中
期
以
降
な
ら
ば
、
役
者
評
判
記
や
『
絵

本
花
菖
蒲
』
か
ら
見
て
も
、
中
山
兵
太
郎
、
二
代
目
嵐
吉
三
郎
、
初
代
藤
川
友
吉
、
中
山
一

徳
ら
が
描
か
れ
て
い
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
だ
が
、
彼
ら
が
描
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
役

者
特
定
時
に
は
没
年
を
記
し
て
お
い
た
が
、
寛
政
期
に
没
し
て
い
る
役
者
が
多
い
の
で
、
か

な
り
の
役
者
が
故
人
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

最
後
に
「
寛
政
二
庚
戌
年
初
冬
発
行
」
の
奥
付
を
持
つ
『
画
本
行
潦
』
と
の
関
係
を
考
え

て
お
き
た
い
。
浅
野
秀
剛
氏
は
先
行
解
説
Ｂ
で
「『
画
本
行
潦
』
を
絵
巻
に
構
成
し
た
も
の

と
考
え
て
も
よ
い
」
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、『
狂
言
尽
図
巻
』
と
『
画
本
行
潦
』
と
の
共
通

点
は
あ
ま
り
多
い
と
は
言
え
な
い
。
冒
頭
に
芝
居
小
屋
の
櫓
を
斜
め
上
空
か
ら
描
く
こ
と
と

三
浦
泰
村
役
の
山
村
儀
右
衛
門
の
姿
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
他
は
不
思
議
な
ほ
ど
重

な
ら
な
い
。
逆
に
『
画
本
行
潦
』
と
の
一
致
を
避
け
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
例
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　
『
狂
言
尽
図
巻
』
で
4
か
ら
7
に
描
か
れ
て
い
る
「
新
う
す
ゆ
き
物
語
」
は
、『
画
本
行

潦
』
で
は
天
明
八
年
の
加
賀
屋
歌
七
一
世
一
代
に
取
材
し
な
が
ら
も
、「
渋
川
藤
馬　

坂
東

岩
五
郎
、
奴
妻
平　

関
三
十
郎
」
と
「
来
国
俊　

中
村
京
十
郎
、
正
宗　

加
賀
屋
可
七
」
の

二
場
面
を
採
用
し
、
絵
巻
と
は
場
面
や
人
物
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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そ
し
て
、
寛
政
元
年
に
次
々
と
生
み
出
さ
れ
た
佐
野
事
件
の
歌
舞
伎
に
つ
い
て
は
、『
画

本
行
潦
』
は
、「
け
い
せ
い
佐
野
の
船
橋
」
か
ら
「
く
ん
八　

市
川
門
十
郎
、
佐
野
源
左
衛

門　

尾
上
新
七
」、「
鎌
倉
比
事
青
砥
銭
」
か
ら
「
三
う
ら
荒
次
郎　

三
枡
徳
次
郎
、
さ
の
源

左
衛
門　

中
山
来
助
」
の
一
場
面
ず
つ
描
い
て
い
る
が
、
こ
れ
も
本
絵
巻
の
13
・
14
、
15
・

16
と
は
重
な
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、「
大
功
真
顕
記
」
の
京
極
内
匠
は
、
姿
は
同
じ
な
が
ら
も
、『
狂
言
尽
図
巻
』
の
役

者
20
は
片
岡
仁
左
衛
門
、『
画
本
行
潦
』
は
浅
尾
為
十
郎
と
役
者
を
替
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
大
立
者
の
得
意
芸
も
、
重
な
り
を
避
け
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。『
狂
言

尽
図
巻
』
に
描
か
れ
た
23
か
ら
28
の
「
化
粧
六
歌
仙
」
は
、
叶
雛
助
一
世
一
代
の
演
目
で
あ

っ
た
こ
と
は
先
述
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
中
の
芝
居
で
の
こ
と
で
、
雛
助
は
同
時
期
、
角

の
芝
居
で
も
一
世
一
代
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
寛
政
元
年
九
月
か
ら
上
演
さ
れ
た
「
清

和
源
氏
山
伏
摂
待
之
段　

忠
臣
は
た
揃
」
で
、『
画
本
行
潦
』
は
役
名
を
明
記
し
て
い
な
い

も
の
の
「
叶
雛
助
」
と
し
て
、
こ
の
所
作
事
を
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
故
初
代
中
村
富
十

郎
の
得
意
芸
も
、『
狂
言
尽
図
巻
』
で
は
巻
末
に
「
芦
屋
道
満
大
内
鑑
」
葛
の
葉
道
行
を
描

い
て
い
る
が
、『
画
本
行
潦
』
で
は
こ
れ
も
ま
た
役
名
な
し
で
「
中
村
富
十
郎
」
と
記
し

「
娘
道
成
寺
」
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
で
き
る
だ
け
同
演
目
の
同
場
面
を

避
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
逆
に
『
狂
言
尽
図
巻
』
と
『
画
本
行
潦
』
と
の
近
さ
を
感
じ
さ

せ
る
。

　

右
の
よ
う
に
天
明
末
か
ら
寛
政
元
年
に
か
け
て
の
実
際
の
舞
台
を
意
識
し
て
描
い
た
場
面

が
あ
る
こ
と
、
役
者
の
活
躍
時
期
、
そ
し
て
『
画
本
行
潦
』
と
の
関
連
を
考
え
る
と
、『
狂

言
尽
図
巻
』
は
『
画
本
行
潦
』
の
発
行
と
同
じ
寛
政
二
年
頃
の
制
作
と
考
え
て
お
き
た
い
。

な
お
、『
狂
言
尽
図
巻
』
に
描
か
れ
た
配
役
、
例
え
ば
12
の
中
山
他
蔵
の
判
官
代
輝
国
役
を

寛
政
三
年
八
月
の
上
演
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
寛
政
二
年
以
降
の
実
上
演
の
中

に
見
出
す
こ
と
は
い
く
つ
か
で
き
る
。
し
か
し
、
絵
巻
制
作
後
に
役
者
が
そ
の
役
を
演
じ
る

こ
と
が
あ
っ
て
も
何
の
問
題
も
な
い
。
し
か
も
、『
画
本
行
潦
』
と
『
狂
言
尽
図
巻
』
の
絵

師
は
と
も
に
流
光
斎
な
の
で
、
絵
本
発
行
前
に
制
作
す
る
こ
と
も
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
流

光
斎
の
一
枚
絵
が
出
さ
れ
る
の
は
寛
政
三
年
一
二
月
か
ら
で
、
矢
野
氏
は
制
作
時
期
を
「
一

枚
摺
役
者
絵
の
制
作
で
役
者
絵
師
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
後
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
流
光
斎
は
蔀
関
月
を
師
と
し
た
大
坂
画
壇
の
絵
師
で
あ
り
、
近

年
、
役
者
絵
以
外
の
肉
筆
作
品
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
天
明
二
年
春
か
ら
、
役
者

似
顔
の
肉
筆
扇
面
で
名
を
は
せ
て
い
た
流
光
斎
で
あ
る
か
ら
、
寛
政
二
年
に
こ
の
よ
う
な
依

頼
が
く
る
の
は
極
め
て
自
然
な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
狂
言
尽
図
巻
』
は
、
物
故
者
も
含
め
な
が
ら
時
の
名
優
を
描
く
こ
と
、
ま
た
、
有
名
な

演
目
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
記
憶
に
新
し
い
舞
台
を
虚
実
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
描
く
こ
と
、

さ
ら
に
は
『
画
本
行
潦
』
を
補
完
す
る
内
容
と
す
る
こ
と
、
そ
れ
ら
を
目
的
と
し
て
、
寛
政

二
年
頃
に
歌
舞
伎
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
上
方
文
化
人
が
流
光
斎
に
制
作
を
依
頼
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

【
付
記
】

　

本
文
中
に
も
記
し
た
が
、『
狂
言
尽
図
巻
』
冒
頭
題
辞
に
押
さ
れ
た
印
に
つ
い
て
は
、
全

面
的
に
水
田
紀
久
氏
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

本
稿
は
、
平
成
二
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究（
Ｃ
）「
上
方
浮
世
絵
展
企
画
に

向
け
て
の
国
内
外
所
蔵
調
査
と
作
品
の
基
礎
的
研
究
」（
課
題
番
号
2
2
5
2
0
1
1
3
）の

研
究
成
果
の
一
環
で
あ
る
。

（
阪
急
文
化
財
団
）
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The Painting of Kabuki Actors Kyōgen zukushi zukan 
by Ryūkōsai Jokei

Hiroko Kitagawa

	 Kyōgen zukushi zukan (Kabuki play collection: an illustrated scroll) in the Chiba City Museum of 
Art collection is hand-painted by Ryūkōsai Jokei. It is a large work in the form of one scroll with colour 
on paper that measures 36.7× 857.5 centimetres. Although it is unsigned, a label reads “Kyōgen zukushi: 
Naniwa Ryūkōsai hitsu (Kabuki play collection: illustrated by Ryūkōsai of Osaka”, and there can be little 
doubt from the style of painting that it is by Ryūkōsai. It begins with the title “Hengen mujin (Endless 
transformations)”, possibly written by the person who commissioned the scroll. Next comes a scene of 
a play-house, and this is followed by portraits of 34 Kabuki actors. 
	 In order of appearance, the actors can be identified as Arashi Sangorō II, Nakamura Noshio II, Asao 
Tamejūrō I, Kagaya Kashichi, Nakamura Kyōjūrō, Arashi Kichisaburō I, Yamashita Yaozō I, Mimasu  
Tokujirō I, Yoshizawa Iroha I, Mihogi Gizaemon II, Onoe Kikugorō I, Nakayama Tazō, Onoe Shinshichi 
I, Yamamura Giemon II, Hanagiri Toyomatsu III, Ichikawa Danzō IV, Anegawa Shinshirō IV, Nakayama 
Raisuke II, Mimasu Daigorō II, Kataoka Nizaemon VII, Fujikawa Hachizō III, Yamashita Kinsaku II, 
Ichikawa Yaozō III, Azuma Tōzō III, Sawamura Kunitarō I, Kanō Hinasuke I, Ichiyama Tajirō, Arashi 
Bungorō, Nakamura Jūrō II, Nakamura Jūrō III, Bandō Iwagorō, Nakamura Tomijūrō I, Seki Sanjūrō I, 
Ichikawa Monzaburō I. The actors portrayed were active from the Anei period (1772 —1781) into the 
Kansei period (1789 —1801). 
	 Furthermore, the plays depicted can be identified as Kotobuki shikisanbasō, Shin usuyuki 
monogatari, Kanadehon chūshingura, Sugawara denju tenarai kagami, Keisei Sano no funahashi, Yūshoku 
Kamakurayama”, Sugata kurabe deiri no minato, Taikō shinkenki Keshō rokkasen, Hiragana seisuiki, and 
Ashiya dōman ōuchi kagami. The majority of these reflect plays actually performed on stage from the 
end of the Tenmei era (1781—1789) to the first year of Kansei (1789). In other words, Kyōgen zukushi 
zukan represents  a fanciful   interweaving of actors and plays that both preceded the creation of the 
scroll and were contemporaneous with its creation, and in this regard appears to function as a sort of 
supplement, produced perhaps in 1790, to Ryūkōsai’s illustrated actor book Ehon niwatazumi.  
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